
尾
高
音
己
著

オ
ス
マ
ン
外
交
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化

|
|
片
務
主
義
外
交
か
ら
隻
務
主
義
外
交
へ
の
轄
換
|
|

黛

秋

津

本
書
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
圏
外
交
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
オ
ス
マ
ン
関
係
史

研
究
を
専
門
と
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
を
進
め
て
き
た
著
者
が
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
る
形
で
平
成
一
八
年
に
提
出
し
た
博
士
論
文
を

加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
構
成
は
、
序
、
第
一
部
四
章
、
第
二
部
二

章
、
結
語
、
資
料
、
と
な
っ
て
お
り
、
明
示
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
著
者
が

こ
れ
ま
で
溌
表
し
た
論
文
が
各
章
の
基
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
内
容
を
簡
単

に
紹
介
す
る
。
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序
は
「
オ
ス
マ
ン
帝
園
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
岡
家
系
の
閥
係
」
「
イ
ス
ラ

1
ム

の
世
界
観
」
「
オ
ス
マ
ン
帝
園
の
外
交
方
式
と
外
交
原
則
」
の
三
節
か
ら
な

り
、
本
論
を
進
め
る
に
首
た
っ
て
前
提
と
な
る
問
題
の
大
枠
が
一
ぶ
さ
れ
る
。

著
者
は
ま
ず
、
一
四
五
三
年
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ノ
|
プ
ル
征
服
か
ら
一
八

五
六
年
の
パ
リ
講
和
候
約
ま
で
の
約
四

O
O年
の
聞
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
関
係
を
、
川
片
務
主
義
外
交
前
期
(
一
四
五
一
一
一
一
六

九
九
)
、
凶
片
務
主
義
外
交
後
期
(
一
六
九
九
一
七
九
三
)
、
同
隻
務
主
義

外
交
の
企
て
の
時
期
(
一
七
九
三
一
八
二
一
)
、
凶
隻
務
主
義
外
交
の
達

成
の
時
期
(
一
八
一
二
一
八
五
六
)
、
の
四
期
に
匝
分
す
る
、
オ
ス
マ

ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
交
史
の
先
駆
者
で
あ
る
ヒ
ユ
レ
ウ
イ
ツ
ツ
の
準
設
を
紹

介
し
、
山
と
凶
の
時
期
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
図
と
オ
ス
マ
ン
帝
園
聞
の
侠
約

件
数
に
遣
い
が
あ
り
、
中
で
も
ロ
シ
ア
・
オ
ス
マ
ン
開
の
候
約
件
数
が
一
八

世
紀
に
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
園
と
比
較
し
て
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

幸
一
目
が
扱
う
オ
ス
マ
ン
外
交
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
の
考
察
の
た
め
に
は
、
こ
の
凶

の
時
期
に
お
け
る
ロ
シ
ア
・
オ
ス
マ
ン
外
交
関
係
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
停
統
的
な
オ
ス
マ
ン
外
交
の
原
別
で
あ
る
「
不
封

等
性
の
原
則
」
が
イ
ス
ラ
l
ム
的
世
界
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
原

則
は
、
オ
ス
マ
ン
側
史
料
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
凶
君
主
に
謝
す
る
稽
競

や
外
交
儀
躍
に
表
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
各
種
年
代
記
ゃ
、
総
理
府
オ
ス
マ

ン
古
文
書
館
所
裁
の
「
諸
外
園
塞
帳
」
「
親
書
墓
帳
」
「
救
童
日
」
な
ど
の
そ
れ

ら
の
史
料
の
分
析
の
重
要
性
を
述
べ
る
。
そ
し
て
オ
ス
マ
ン
帝
園
の
惇
統
的

外
交
原
則
と
し
て
の
不
針
等
性
の
原
則
や
占
有
物
保
留
(
戸
戸
司
自
ー

ωHFE)
の
原
則
、
ま
た
具
躍
的
な
外
交
方
式
の
表
れ
と
し
て
園
境
重
定
、

書
記
官
長
、
通
語
、
保
約
な
ど
の
諸
問
題
を
概
観
す
る
。

本
論
の
第
一
部
は
片
務
主
義
外
v

父
の
時
期
、
上
の
匡
分
で
い
う
と
山
と
叩

の
時
期
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
。
第
一
章
「
片
務
主
義
外
交
前
期
|
|
ジ
ト

ヴ
ァ
ト
ロ
ク
候
約
(
一
六

O
六
年
)
に
つ
い
て
|
|
」
は
、
一
五
九
三
年
に

始
ま
る
オ
ス
マ
ン
帝
園
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
図
聞
の
戦
争
を
終
結
さ
せ
た
ジ

ト
ヴ
ァ
ト
ロ
ク

(Nω

号-三
c
g
r
)
候
約
を
扱
う
。
一
六
世
紀
か
ら
の
オ
ス

マ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
関
係
を
概
観
し
た
後
会
五
九
三
年
の
戦
争
の
背
景
を

明
ら
か
に
し
、
同
候
約
に
関
す
る
先
行
研
究
か
ら
同
線
約
の
意
義
に
闘
す
る

こ
れ
ま
で
の
皐
説
を
ま
と
め
て
、
同
候
約
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
に
謝
す
る
オ
ス
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マ
ン
の
地
位
の
相
釘
的
低
下
、
す
な
わ
ち
雨
凶
の
図
際
関
係
の
な
か
で
一
つ

の
韓
換
貼
で
あ
っ
た
と
す
る
共
通
の
評
債
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
ベ
イ
ェ

l

(
l
)
 

レ
に
よ
る
先
行
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
が
依
嫁
し
て
き
た
候
約
テ
キ
ス

ト
が
、
ラ
テ
ン
-
諦
と
オ
ス
マ
ン
語
の
他
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
も
存
在
し
、
全
部
で

一
一
一
に
上
る
こ
と
、
そ
れ
ら
は
凶
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
側
代
表
の
み
の
署
名
の
あ

る
も
の
、
倒
オ
ス
マ
ン
側
代
表
の
み
の
署
名
の
あ
る
者
、
制
ど
ち
ら
の
署
名

も
な
い
も
の
、
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
出
来
る
こ
と
を
紹
介
し
、
著
者

は
凶
と
倒
グ
ル
ー
プ
の
史
料
の
形
式
と
内
符
を
具
樫
的
に
分
析
す
る
。
そ
の

結
呆
、
隻
方
の
代
表
者
が
署
名
し
た
共
通
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
、
さ
ら
に
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
封
し
て
オ
ス
マ
ン
側
が
主

で
は
な
く
「
皇
帝
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
、
賓
際
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

側
が
求
め
る
「
皇
帝
(
円
N
g
N
同
?
の
忠
良
)
」
の
栴
披
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
一
ぶ
さ
れ
る
。
こ
の
事
賓
は
、
同
候
約
の
有
穀
期
限
が
イ
ス
ラ
l
ム

世
界
で
慣
例
と
な
っ
て
い
る
一

O
年
で
は
な
く
二

O
年
で
あ
る
こ
と
な
ど
と

共
に
、
同
体
開
約
が
オ
ス
マ
ン
帝
凶
の
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
に
封
す
る
相
針
的
な
地

位
の
低
十
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
一
方
、
オ
ス
マ
ン
側
は
依
然

と
し
て
地
位
の
封
等
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
結
論
附

叶
り
ヲ
心
。

績
く
第
二
章
「
片
務
主
義
外
交
後
期
|
|
第
一
次
ロ
シ
ア
リ
オ
ス
マ
ン
戦

争
(
一
七
六
八
1

一
七
七
四
年
)
|
|
」
は
、
副
題
に
見
ら
れ
る
通
り
、
一

八
世
紀
後
半
の
ロ
シ
ア
・
オ
ス
マ
ン
戦
争
と
、
そ
の
戦
争
を
終
結
さ
せ
た
一

七
七
四
年
の
キ
ユ
チ
ユ
ク
・
カ
イ
ナ
ル
ジ
ヤ
(
百
芯
昇
同

a
E足
戸
)
依
約

を
扱
う
。
こ
の
章
は
五
つ
の
節
に
分
か
れ
て
お
り
、
戦
争
と
講
和
交
渉
の
過

程
、
キ
ユ
チ
ユ
ク
・
カ
イ
ナ
ル
ジ
ャ
候
約
の
複
数
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
、
保

約
の
書
式
と
合
般
的
内
存
の
ほ
か
、
オ
ス
マ
ン
外
交
の
原
則
や
ロ
シ
ア
・
オ

ス
マ
ン
関
係
に
影
響
を
輿
え
る
と
思
わ
れ
る
候
約
中
の
主
要
な
候
項
と
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
君
主
の
稽
競
の
問
題
に
閲
す
る
第
一
一
一
一
線
、
お
よ
び
オ
ス
マ
ン

帝
園
領
内
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
封
す
る
ロ
シ
ア
の
保
護
権
に
関
わ
る
第
七
伐

と
第
一
四
僚
の
分
析
を
行
い
、
こ
の
戦
争
と
キ
ユ
チ
ユ
ク
・
カ
イ
ナ
ル
ジ
ヤ

僚
約
が
オ
ス
マ
ン
外
交
の
原
則
に
輿
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
主
に
オ
ス
マ
ン

側
の
一
次
史
料
に
基
づ
き
、
賓
詮
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

第
一
節
「
戦
争
の
経
過
と
講
和
交
渉
」
で
は
、
戦
争
勃
授
の
背
景
と
詳
細

な
戦
況
、
一
七
七
二
年
に
休
戦
が
成
立
し
、
そ
の
後
現
在
の
ル
ー
マ
ニ
ア
の

フ
ォ
ク
シ
ヤ
ニ
(
著
者
は
フ
ォ
ク
シ
ャ
ン
と
表
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ド

イ
ツ
語
の
讃
み
方
で
あ
り
(
司

O
E口
宮
ロ
)
、
ト
ル
コ
語
、
ル
ー
マ
ニ
ア
語
共

に
フ
ォ
ク
シ
ャ
ニ
(
司
0
5
8
F
H
H
C
S
自
H)
が
正
し
い
)
と
ブ
カ
レ
ス
ト
で

行
わ
れ
た
和
平
交
渉
の
経
過
、
そ
し
て
一
七
七
四
年
の
キ
ユ
チ
ユ
ク
・
カ
イ

ナ
ル
ジ
ャ
(
現
ゃ
ブ
ル
ガ
リ
ア
領
)
で
の
和
平
調
印
ま
で
を
、
ヴ
ァ
l
ス
フ

(
著
者
の
表
記
で
は
「
ワ
l
ス
フ
」
)
・
エ
フ
エ
ン
デ
イ
(
〈
r
L
O
P
E
H
)

の
年
代
記
や
ア
フ
メ
ト
・
レ
ス
ミ
l

・
エ
フ
工
ン
デ
イ
(
〉
『
自
主
ー
同
2
回目

。
日
目
岳
)
の
論
策
な
ど
の
今
次
史
料
と
、
ハ
ン
マ
ー
(
同

E
5
2
I

H
)

戸
羽
田
門
戸
口
)
、
ア
ク
サ
ン
(
〈
民
間
5
5
〉

rzロ
)
、
ゥ
、
ス
ン
チ
ヤ
ル
シ
ユ
ル

(
円
切

E
2
]
同日
r
E
d
E
R
R
-
H
)
な
ど
の
二
次
史
料
を
用
い
て
詳
細
に
跡

附
け
る
。
著
者
が
特
に
問
題
に
す
る
の
は
、
和
平
交
渉
に
お
い
て
懸
案
で
あ

っ
た
ク
リ
ム
・
ハ

I
ン
園
の
オ
ス
マ
ン
宗
主
下
か
ら
の
濁
立
の
問
題
で
あ
り
、

ロ
シ
ア
軍
が
地
政
相
学
的
に
重
要
な
地
域
に
駐
屯
す
る
権
利
を
認
め
た
形
で
オ

ス
マ
ン
帝
園
が
ク
リ
ム
・
ハ

I
ン
図
の
濁
立
を
承
認
し
た
こ
と
を
、
オ
ス
マ

ン
帝
岡
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
園
家
主
権
の
概
念
を
十
分
理
解
し
て
い
な
か
っ

た
詮
擦
と
見
な
す
。
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積
い
て
一
七
七
四
年
の
キ
ユ
チ
ユ
ク
・
カ
イ
ナ
ル
ジ
ャ
僚
約
の
分
析
に
移

り
、
第
二
節
「
キ
ユ
チ
ユ
ク
リ
カ
イ
ナ
ル
ジ
ヤ
傍
約
(
一
七
七
四
年
)
に
つ

い
て
」
で
は
、
保
約
テ
キ
ス
ト
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
元
々
雨
園
政

府
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
僚
約
文
は
、
ロ
シ
ア
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
オ
ス
マ

ン
一
訴
の
三
つ
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
言
語
は
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
の
テ
キ
ス

ト
の
翻
誇
で
あ
る
こ
と
、
三
つ
の
篠
約
文
の
い
ず
れ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
テ
キ

ス
ト
は
未
設
見
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
雨
園
代
表
が
署
名
し
た
イ
タ
リ
ア
語

候
文
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
テ
ン
ス
(
の
め
O
H
m

司
口
止
ロ
ロ
『
〈
口
口
亘
氏
F
0
5
)

の
候
約
集
成
中
の
も
の
と
、
デ

l
ヴ
ィ
ソ
ン
(
河
口
辛
口
円
出
ロ
ミ

5
3
)
が

ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
の
文
書
館
で
後
見
し
た
窮
し
と
の
聞
に
は
や
や
相
違
が
あ
り
、

後
者
が
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
、
が
述
べ
ら
れ
て
い

る。
第
三
節
「
キ
ユ
チ
ユ
ク
リ
カ
イ
ナ
ル
ジ
ャ
依
約
の
書
式
と
主
な
候
項
」
は
、

註
も
含
め
わ
ず
か
六
ペ
ー
ジ
足
ら
ず
の
小
論
だ
が
、
そ
の
中
で
会
七
三
九
年

の
ベ
オ
グ
ラ

l
ド
係
約
で
オ
ス
マ
ン
帝
園
が
初
め
て
行
っ
た
と
さ
れ
る
「
批

准

g
え
停
」
の
行
震
が
こ
の
係
約
で
も
行
わ
れ
た
こ
と
を
提
示
し
、
そ
し
て

重
要
な
係
項
と
し
て
、
岡
園
聞
の
通
商
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
第
一
一
係
、

ク
リ
ム
・
ハ

l
ン
凶
の
濁
立
を
規
定
す
る
第
三
係
、
ド
ニ
エ
プ
ル
川
河
口
の

オ
ス
マ
ン
領
の
ロ
シ
ア
へ
の
割
譲
を
定
め
る
第
一
八
僚
の
具
健
的
内
容
を
紹

介
す
る
。
著
者
は
そ
の
中
で
特
に
、
オ
ス
マ
ン
側
が
ロ
シ
ア
商
人
に
一
方
的

に
通
商
上
の
権
利
を
奥
え
る
の
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
側
も
オ
ス
マ
ン
商
人
に

封
し
ロ
シ
ア
圏
内
で
同
様
の
権
利
を
認
め
て
い
る
第
二
伎
の
隻
務
的
互
恵

的
性
格
に
注
目
す
る
。

そ
の
後
兵
鐙
的
な
候
約
内
容
の
詳
細
な
分
析
と
考
察
に
入
り
、
第
四
節

「
キ
ユ
チ
ユ
ク
ー
カ
イ
ナ
ル
ジ
ヤ
候
約
の
第
一
一
一
一
候
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

で
、
ロ
シ
ア
君
主
の
稽
波
の
問
題
を
、
第
五
節
「
キ
ュ
チ
ュ
ク
H
カ
イ
ナ
ル

ジ
ヤ
傍
約
の
第
七
傍
及
び
第
一
四
侠
に
見
ら
れ
る
オ
ス
マ
ン
領
内
の
キ
リ
ス

ト
教
徒
に
封
す
る
ロ
シ
ア
の
保
護
椎
に
つ
い
て
」
で
は
見
出
し
の
通
り
、
同

僚
約
で
ロ
シ
ア
が
獲
得
し
た
と
一
般
に
一
一
百
わ
れ
る
オ
ス
マ
ン
領
内
の
キ
リ
ス

ト
数
徒
保
護
権
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
第
四
節
の
稀
披
の
問
題
に
つ
い
て
、

片
務
主
義
外
交
前
期
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
側
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
へ
迭
ら

れ
る
親
書
の
中
で
は
、
相
手
園
君
主
に
釘
し
オ
ス
マ
ン
帝
図
皇
帝
と
同
一
の

稽
競
(
司
包
ぶ
島
)
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
恩
恵
的
に
フ
ラ
ン
ス
園
王
に

用
い
ら
れ
る
例
外
を
除
い
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
一
八
世
紀
初
頭
か
ら
牽

頭
す
る
ロ
シ
ア
が
外
交
儀
謹
上
の
同
等
の
地
位
を
オ
ス
マ
ン
側
に
求
め
た
結

果
、
ロ
シ
ア
皇
帝
に
到
す
る
栴
競
が
、
一
八
世
紀
に
「
(

U

R

(

女
性
形
は

わ
山
口
な
ど
か
ら
「
日
百
七
日
門
戸
門
D

H

(

女
性
形
は
円
B
旬
白
山
吉
口
明
。
)
」
へ
と
饗
化

し
、
こ
の
一
七
七
四
年
の
候
約
の
第
一
一
一
一
僚
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
皇
帝
に
釘

す
る
稽
競
と
し
て
、
つ
い
に
オ
ス
マ
ン
皇
帝
と
同
じ
「
町
包

HZr」
を
用
い

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
著
者
は
こ
れ
を
、
不
封
等
的
で
片
務
的
な
外
交
原

則
の
崩
壊
と
見
な
し
、
さ
ら
に
補
論
と
し
て
そ
の
後
一
九
世
紀
半
ば
に
か
け

て
、
こ
の
「
司
包
ぶ
筈
」
の
稽
披
の
使
用
が
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
岡
の
君
主

に
も
掻
大
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
第
王
節
で
は
、
デ

l
ヴ
イ
ソ
ン
の
論
文
を
参
考
に
し
つ
つ
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
史
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
保
護
権
と
一
七
七
四
年
修

約
の
言
説
を
整
理
し
、
そ
の
後
賓
際
の
係
約
テ
キ
ス
ト
の
語
解
と
分
析
か
ら
、

同
候
約
の
第
七
候
と
第
一
四
候
で
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
オ
ス
マ
ン
政
府

に
よ
る
領
内
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
保
護
で
あ
る
こ
と
、
イ
ス
タ
ン
プ
ル
に
建
立

さ
れ
る
ロ
シ
ア
足
数
の
数
舎
と
そ
こ
に
仕
え
る
者
た
ち
は
駐
オ
ス
マ
ン
ロ
シ

ア
使
節
の
保
護
ド
に
置
か
れ
る
こ
と
、
そ
の
数
舎
に
つ
い
て
は
ロ
シ
ア
政
府
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が
オ
ス
マ
ン
政
府
に
抗
議
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
、
の
つ
一
貼
に
ま
と
め
ら

れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
後
に
何
故
こ
の
係
約
で
ロ
シ
ア
が

オ
ス
マ
ン
帝
圏
内
の
キ
リ
ス
ト
救
徒
保
護
権
を
獲
得
し
た
と
い
う
横
大
解
程

が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
を
考
察
し
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て

「
東
方
問
題
」
研
究
の
古
典
的
著
書
を
著
し
た
ア
ル
ベ

l
ル
・
ソ
レ
ル
の
誤

り
を
指
摘
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ク
リ
ム
・
ハ

I
ン
園
の
濁
立
の
あ
り
方
、
オ
ス
マ
ン
側

か
ら
の
一
方
的
な
思
恵
で
は
な
い
雨
図
商
人
の
通
商
活
動
の
相
互
的
互
恵
的

性
格
、
針
生
寸
な
君
主
の
稽
競
、
程
度
は
と
も
あ
れ
ロ
シ
ア
に
よ
る
オ
ス
マ
ン

領
内
の
一
部
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
保
護
権
の
獲
得
、
な
ど
の
内
容
を
合
む
一
七

七
四
年
の
キ
ユ
チ
ユ
ク
・
カ
イ
ナ
ル
ジ
ャ
篠
約
締
結
を
、
著
者
は
オ
ス
マ
ン

帝
園
の
片
務
的
外
交
原
則
の
崩
壊
の
大
き
な
分
岐
貼
と
位
置
附
け
て
い
る
。

第
三
章
「
オ
ス
マ
ン
帝
園
と
ロ
シ
ア
の
通
商
・
航
海
保
約
(
一
七
八
一
二
)

に
つ
い
て
」
は
、
一
七
七
四
年
と
い
う
オ
ス
マ
ン
外
交
原
則
の
会
つ
の
轄
換

貼
を
経
た
後
の
通
商
候
約
を
、
そ
れ
以
前
の
い
わ
ゆ
る
「
カ
ピ
チ
ユ
レ
l
シ

ヨ
ン

(
2
1
7
H
E
5ロ
)
」
と
呼
ば
れ
る
一
方
的
な
恩
恵
と
し
て
の
通
商
特
権

附
奥
の
「
係
約
(
ア
フ
ド
ナ
l
メ
与
岳
山
口
百
)
」
と
比
較
し
、
そ
の
形
式
や

内
零
の
中
に
相
違
黙
を
見
山
す
。
形
式
に
閲
す
る
相
違
鈷
と
し
て
著
者
は
、

各
候
項
の
目
頭
に
「
篠
項
(
自
主
借
)
」
と
い
う
語
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
黙
、

保
約
文
中
に
「

Bzzr」
と
い
う
相
互
性
を
表
す
ア
ラ
ビ
ア
語
第
三
形
の

動
名
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
則
、
そ
し
て
一
七
七
四
年
の
僚
約
に
引
き
績
き

批
准
が
行
わ
れ
て
い
る
黙
を
示
し
、
さ
ら
に
内
容
に
関
し
て
は
こ
の
僚
約
が

キ
ユ
チ
ユ
ク
・
カ
イ
ナ
ル
ジ
ヤ
依
約
第
一
一
僚
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
前
文
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
全
健
と
し
て
通

商
の
隻
務
的
性
格
が
額
著
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
四
章
「
片
務
的
外
交
後
期
|
|
第
二
次
ロ
シ
ア
ー
オ
ス
マ
ン
戟
争
(
一

七
八
七

l
一
七
九
二
年
)
|
|
」
は
、
第
一
節
「
戦
争
の
経
過
と
講
和
交

渉
」
、
第
二
節
「
ヤ
シ
快
約
(
一
七
九
二
年
)
に
つ
い
て
」
の
二
つ
の
節
か

ら
成
っ
て
お
り
、
一
七
六
八
年
の
ロ
シ
ア
・
オ
ス
マ
ン
戦
争
を
検
討
し
た
第

二
章
と
同
様
、
一
七
八
七
|
一
七
九
二
年
の
ロ
シ
ア
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア

と
オ
ス
マ
ン
帝
園
聞
の
戦
争
の
経
過
と
和
-
小
交
渉
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
と
一
七

九
二
年
に
締
結
し
た
ヤ
シ
(
目
白
色
講
和
候
約
を
詳
細
に
検
討
す
る
。
第
一

節
で
は
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
年
代
記
『
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
史
(
斗
官
巴
IH(U2伊丹)』

を
主
要
な
史
料
と
し
て
、
戦
争
勃
愛
の
背
景
と
戦
況
、
戦
時
中
の
オ
ス
マ
ン

帝
圏
内
の
情
勢
と
諸
外
固
と
の
外
交
、
特
に
プ
ロ
イ
セ
ン
と
の
同
盟
に
つ
い

て
、
そ
し
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
図
と
の
講
和
と
ヤ
シ
で
の
ロ
シ
ア
と
の
和
平

交
渉
、
な
ど
の
諸
問
題
が
詳
細
に
跡
附
け
ら
れ
、
そ
の
中
で
著
者
は
、
戦
争

中
行
わ
れ
た
、
キ
リ
ス
ト
数
園
で
あ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の

同
盟
候
約
締
結
を
、
外
交
に
お
け
る
書
記
官
長
の
役
割
や
候
約
批
准
の
手
績

き
と
と
も
に
「
オ
ス
マ
ン
外
交
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
の
表
れ
で
あ
る
と
主
張

す
る
。
第
二
節
で
は
、
総
理
府
オ
ス
マ
ン
古
文
書
館
所
裁
の
「
諸
外
園
塞
帳

(巴戸

Elo--H]山口ロ
o
r
q
o
口
止
円
。
ュ
2H)
』
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
ヤ
シ
侠

約
全
一
一
一
一
僚
を
和
詳
し
、
園
境
を
河
川
と
い
う
一
本
の
線
で
匝
切
る
こ
と
や
、

和
-
小
後
雨
園
聞
で
交
換
さ
れ
る
「
時
間
物
」
の
用
語
と
し
て
、
以
前
の
献
上
を

意
味
す
る
「
空
会
o
V
H
)
2
r
ω
」
と
い
う
上
下
関
係
を
一
泌
す
訴
で
は
な
く
、

上
下
関
係
の
な
い
一
般
的
な
「
宮
念
ユ
主
主
q
o
の
複
数
形
)
」
と
い
う
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
一
七
七
四
年
の
篠
約
で
規
定
さ
れ
た
よ
う

に
、
ロ
シ
ア
皇
帝
に
針
し
て
オ
ス
マ
ン
皇
帝
と
同
様
の
稀
競
で
あ
る



「
勺
注
ぷ
D
F
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
黙
の
中
に
、
「
オ
ス
マ

ン
外
交
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
を
見
る
。
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第
二
部
「
隻
務
主
義
外
交
へ
の
轄
換
」
で
は
、
セ
リ
ム
三
世

G
o
r
B

口
円
)
が
行
っ
た
凶
欧
モ
デ
ル
の
一
連
の
改
革
、
い
わ
ゆ
る
「
ニ
ザ
l
ム
・

ジ
エ
デ
イ

1
ド

(
Z
N
D
B
H
わ
え
丘
)
」
の
中
で
行
わ
れ
た
オ
ス
マ
ン
帝
岡

の
釘
外
政
策
を
扱
う
。
第
一
章
「
セ
リ
ム
三
世
(
在
位
一
七
九
八
!
一
八

O

七
年
)
の
外
交
改
革
」
で
は
、
セ
リ
ム
一
一
一
世
が
開
始
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
岡

へ
の
常
駐
使
節
汲
遺
制
度
を
検
討
す
る
。
西
欧
諸
図
が
比
較
的
早
期
に
オ
ス

マ
ン
帝
園
に
使
節
を
常
駐
さ
せ
て
い
た
の
に
封
し
て
、
常
駐
使
節
を
汲
遣
す

る
慣
習
の
な
か
っ
た
オ
ス
マ
ン
帝
園
が
、
西
欧
の
情
報
を
牧
集
し
、
「
オ
ス

マ
ン
帝
園
の
役
人
に
と
り
有
山
な
言
語
・
情
報
・
科
墜
を
脅
得
す
る
」
な
ど

の
目
的
で
、
一
七
九
三
年
の
ロ
ン
ド
ン
を
皮
切
り
に
パ
リ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ウ

ィ
ー
ン
へ
の
常
駐
使
節
の
汲
遣
に
踏
み
切
り
、
そ
し
て
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
そ

れ
ま
で
慣
行
と
さ
れ
て
い
た
、
イ
ス
タ
ン
プ
ル
に
あ
る
在
外
公
館
の
経
費
と

オ
ス
マ
ン
帝
園
領
内
に
お
け
る
外
岡
使
節
の
族
費
の
オ
ス
マ
ン
側
に
よ
る
負

携
の
廃
止
を
決
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
セ
リ
ム
三
世
時
代
の
外
交
改
革
の
中

に
、
著
者
は
オ
ス
マ
ン
外
交
原
則
の
樽
換
を
見
る
。

本
論
の
最
終
章
に
嘗
た
る
第
二
章
「
カ
ン
ポ
U

フ
ォ
ル
ミ
オ
の
和
約
(
一

七
九
七
年
一

O
月
)
以
後
に
お
け
る
封
ロ
シ
ア
政
策
の
繁
化
」
は
、
一
七
九

0
年
代
末
の
オ
ス
マ
ン
帝
園
の
釘
外
政
策
の
大
き
な
轄
換
黙
を
扱
う
も
の
で

あ
り
、
本
書
の
主
題
で
あ
る
外
交
原
則
の
考
察
で
は
な
い
た
め
補
論
と
し
て

の
性
格
を
持
つ
章
で
あ
る
。
こ
の
中
で
著
者
は
、
会
七
九

0
年
代
後
宇
に
フ

ラ
ン
ス
共
和
園
政
府
に
よ
る
東
地
中
海
進
出
が
進
む
中
、
イ
オ
ニ
ア
諸
島
や

ア
ル
バ
ニ
ア
の
一
部
な
ど
を
得
て
直
接
オ
ス
マ
ン
帝
固
と
凶
境
を
接
す
る
契

機
と
な
っ
た
、
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
聞
の
カ
ン
ポ
・
フ
オ
ル
ミ
オ

(
h
E
6
0
司

0
5
5
)
和
約
の
オ
ス
マ
ン
外
交
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
、
特
に
和

約
後
の
封
ロ
シ
ア
政
策
を
検
詮
す
る
。
カ
ン
ポ
・
フ
ォ
ル
ミ
オ
和
約
締
結
時

結
で
オ
ス
マ
ン
側
は
フ
ラ
ン
ス
の
東
地
中
海
進
出
を
大
き
な
脅
威
と
一
認
識
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
動
き
を
警
戒
す
る
ロ
シ
ア
が
こ
の
和
約
を

契
機
と
し
て
オ
ス
マ
ン
側
に
接
近
し
、
オ
ス
マ
ン
側
も
一
七
九
八
年
フ
ラ
ン

ス
軍
に
よ
る
エ
ジ
プ
ト
侵
攻
の
結
果
、
停
統
的
友
好
凶
フ
ラ
ン
ス
と
断
交
し

て
一
七
九
九
年
初
一
頭
に
ロ
シ
ア
と
岡
野
を
結
ぶ
と
い
う
オ
ス
マ
ン
外
交
の
大

き
な
轄
換
黙
を
迎
え
る
。
こ
の
オ
ス
マ
ン
版
「
外
交
革
命
」
と
で
も
呼
ぶ
べ

き
外
交
政
策
特
換
の
背
景
と
過
程
を
、
オ
ス
マ
ン
年
代
記
や
文
書
史
料
な
ど

に
基
づ
き
跡
附
け
る
。
特
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
図
の
外
交
の
賓
質
的
な
責
任
者

で
あ
る
書
記
官
長
と
イ
ス
タ
ン
プ
ル
駐
在
ロ
シ
ア
大
使
と
の
聞
で
行
わ
れ
た

い
く
つ
か
の
曾
談
の
議
事
録

(
B
R
E
Z
)
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
一
次
史
料
は
を
末
に
「
資
料
」
と
し
て
、
そ
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

ラ
テ
ン
文
字
特
潟
、
日
本
語
誇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

最
後
の
「
結
五
巴
で
著
者
は
、
一
七
世
紀
初
頭
以
降
、
と
り
わ
け
一
八
世

紀
後
半
を
中
心
に
本
論
で
検
討
し
た
内
容
を
ま
と
め
、
イ
ス
ラ
l
ム
的
世
界

観
に
よ
る
オ
ス
マ
ン
外
交
の
片
務
的
性
格
が
、
西
欧
・
ロ
シ
ア
と
の
力
関
係

の
饗
化
に
よ
り
一
八
世
紀
後
小
に
は
住
民
務
主
義
的
に
嬰
容
、
す
な
わ
ち
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
化
し
た
と
改
め
て
結
論
附
け
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
書
は
、
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
の
中
核
的
帝
国
で
あ
る
オ
ス

マ
ン
帝
園
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
封
す
る
優
位
の
時
期
に
お
け
る
外
交
原
則
、

す
な
わ
ち
「
不
封
等
性
の
原
則
」
が
、
雨
者
の
力
関
係
の
饗
化
と
と
も
に
嬰
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容
し
、
惇
統
的
な
イ
ス
ラ

l
ム
的
世
界
観
に
基
づ
く
「
片
務
主
義
外
交
」
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
「
隻
務
主
義
外
交
」
へ
と
韓
換
し
た
過
程
を
、
オ
ス
マ

ン
帝
園
側
の
一
次
史
料
に
依
擦
し
な
が
ら
丹
念
に
検
議
し
た
勢
作
で
あ
る
。

本
書
の
意
義
は
、
主
に
オ
ス
マ
ン
史
研
究
と
近
代
図
際
関
係
史
研
究
の
二
つ

の
分
野
に
つ
い
て
指
摘
出
来
る
と
考
え
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
オ
ス
マ
ン

帝
園
史
研
究
の
中
で
外
交
史
・
園
際
関
係
史
の
分
野
は
、
政
治
史
や
一
吐
曾
経

済
史
と
比
較
し
て
研
究
の
遅
れ
て
い
る
分
野
と
い
え
る
。
勿
論
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
と
の
外
交
関
係
の
個
別
具
健
的
事
例
を
扱
っ
た
研
究
は
少
な
く
な
い

が
、
あ
る
程
度
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
の
中
で
オ
ス
マ
ン
帝
園
の
針
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

外
交
全
般
を
債
く
考
察
す
る
研
内
品
川
、
本
書
の
中
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
二

0
0
四
年
の
ユ
ル
ド
ウ
セ
フ
の
編
著
が
現
れ
る
ま
で
は
、
一
九
六
一
年
の
ヒ

(
3
)
 

ユ
レ
ウ
イ
ツ
ツ
論
文
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
、
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
、
重
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ

ま
で
手
薄
だ
っ
た
分
野
を
切
り
開
こ
う
と
し
た
著
者
の
姿
勢
は
評
債
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
後
者
に
関
し
て
は
、
本
書
の
考
察
の
大
き
な
部
分
を
占

め
る
一
八
世
紀
後
竿
は
い
わ
ゆ
る
「
東
方
問
題
」
の
始
ま
り
と
位
置
附
け
ら

(
4
)
 

れ
、
ソ
レ
ル
や
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
な
ど
の
古
典
的
研
究
に
お
い
て
も
、
第
二
章

で
扱
わ
れ
る
一
七
七
四
年
の
キ
ユ
チ
ユ
ク
・
カ
イ
ナ
ル
ジ
ヤ
候
約
が
「
東
方

問
題
」
の
出
禁
黙
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
図
聞
の
政
治

外
交
問
題
と
し
て
の
「
東
方
問
題
」
と
い
う
問
題
設
定
は
、
告
同
事
者
で
あ
る

オ
ス
マ
ン
帝
園
を
客
慢
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
闘
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
の
一
方
的
な
楓
貼
と
し
て
多
く
の
研
究
者
の
批
判
が
あ
る
こ
と
は
周

知
の
通
り
で
あ
る
。
オ
ス
マ
ン
側
史
料
に
基
づ
く
本
書
の
研
究
は
、
長
年
の

蓄
積
の
あ
る
従
来
の
「
東
方
問
題
」
研
究
を
オ
ス
マ
ン
側
か
ら
補
完
す
る
こ

と
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
園
際
シ
ス
テ
ム
(
筆
者
の
言
葉
で
は
「
ヨ
l
ロ
ツ

パ
園
家
系
」
)
と
オ
ス
マ
ン
帝
固
と
の
閥
係
と
、
後
者
に
よ
る
前
者
へ
の
参

入
の
問
題
を
線
龍
的
に
と
ら
え
る
上
で
有
用
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
他

も
う
一
貼
附
け
加
え
る
な
ら
ば
、
オ
ス
マ
ン
帝
園
と
ロ
シ
ア
と
の
外
交
を
詳

細
に
跡
附
け
た
第
一
部
第
二
章
か
ら
第
四
章
、
第
二
部
第
二
章
、
そ
し
て
巻

末
資
料
と
し
て
轄
篤
と
翻
諜
附
き
で
紹
介
さ
れ
る
L
L
遮
の
イ
ス
タ
ン
プ
ル
駐

在
ロ
シ
ア
公
使
と
オ
ス
マ
ン
帝
図
書
記
官
長
と
の
曾
談
の
議
事
録
は
、
本
邦

で
は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
ロ
シ
ア
・
オ
ス
マ
ン
関
係
史
研
究
の
観
貼

か
ら
も
参
照
さ
れ
る
債
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
巻
末
の
一
次
史
料

の
紹
介
は
、
オ
ス
マ
ン
誼
山
を
解
さ
な
い
こ
の
時
期
の
ロ
シ
ア
外
交
や
ヨ

1
ロ

ァ
パ
外
『
父
を
扱
う
研
究
者
に
と
っ
て
も
有
用
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
問
題
と
思
わ
れ
る
貼
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
著

者
が
白
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
こ
れ
ま
で
の
論
文
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
時
代
的
・
地
域
的
に
扱
う
問
題
に
偏
り
が
あ
り
、
ま
た
全

種
と
し
て
の
ま
と
ま
り
に
や
や
紋
け
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
例
え
ば
、
検
討

封
象
が
一
六

O
六
年
の
候
約
の
後
一
八
世
紀
後
半
に
跳
ん
で
い
る
が
、
言
、
つ

ま
で
も
な
く
、
オ
ス
マ
ン
帝
園
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
固
と
の
聞
の
力
関
係
の
轄

換
黙
で
あ
り
オ
ス
マ
ン
側
の
外
交
方
式
の
愛
化
が
額
著
に
見
ら
れ
た
の
は
一

六
九
九
年
の
カ
ル
ロ
ヴ
イ
ツ
ツ
(
同
日
-
0
5
R
)
候
約
で
あ
る
。
本
書
の

テ
l
マ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
係
約
の
検
討
は
極
め
て
重
要
と
思
わ
れ
る
だ
け

に
、
書
き
下
ろ
し
で
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
章
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
う
。
ま
た
細
か
い
黙
で
あ
る
が
、
地
名
表
記
に
つ
い
て
は
現
地
語

譲
み
と
ト
ル
コ
語
讃
み
が
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ト
い
の
内
容
紹
介
の
中
で
も

一
部
示
し
た
よ
う
に
い
く
つ
か
讃
み
方
の
誤
り
な
ど
も
存
在
す
る
。

そ
の
他
に
、
よ
り
本
質
的
な
問
題
と
し
て
指
摘
し
た
い
の
は
次
の
二
黙
で

120 
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丸
町
ヲ

hv

。
一
つ
日
と
し
て
、
本
書
の
中
で
著
者
は
、
オ
ス
マ
ン
外
交
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
化
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
オ
ス
マ
ン
外
交
原
則
の
愛
容

を
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
園
家
系
」
と
の
閥
わ
り
の
深
化
の
中

で
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
一
八
世
紀
後
半
の
ロ
シ
ア
と

の
外
交
関
係
を
分
析
の
中
心
に
据
え
て
い
る
。
し
か
し
釘
象
と
し
て
ロ
シ
ア

と
の
関
係
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
安
首
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
の
徐
地
が

あ
る
。
著
者
は
一
八
世
紀
後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
岡
際
シ
ス
テ
ム
に
封
す
る
ロ

シ
ア
の
位
置
を
、
特
別
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
シ
ス
テ
ム
の
構
成
主

棋
と
見
な
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
が
本
格
的
に
西
欧
世
界
と
深
く
閥

わ
り
始
め
た
の
は
、
周
知
の
通
り
ピ
ョ

l
ト
ル
一
世
時
代
の
一
八
世
紀
初
一
頭

の
こ
と
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
が
そ
の
後
西
欧
諸
国
と
積
極
的
に
政
治
的
・
経
済

的
・
文
化
的
な
交
流
を
深
め
、
一
九
世
紀
前
竿
の
ウ
ィ
ー
ン
鰹
制
で
は
主
導

的
な
役
割
を
果
た
す
に
至
っ
た
黙
は
、
一
八
世
紀
の
西
欧
諸
岡
の
勢
力
均
衡

の
ゲ
l
ム
に
参
加
す
る
こ
と
を
極
力
避
け
よ
う
と
し
た
オ
ス
マ
ン
帝
固
と
は

好
封
照
で
あ
る
。
こ
う
し
た
西
欧
に
針
す
る
姿
勢
の
相
遣
は
あ
る
も
の
の
、

西
欧
と
ロ
シ
ア
と
の
諸
関
係
を
見
た
場
合
、
一
八
世
紀
後
半
の
時
黙
で
ロ
シ

ア
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
園
家
系
」
を
構
成
す
る
十
分
な
主
慢
で
あ
っ
た
と
言
え

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
園
家
系
」
あ
る
い
は
「
園
際
シ
ス

テ
ム
」
に
加
わ
る
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
を
含
め
、
慣
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
評
者
は
、
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に
か
け

て
、
カ
ル
ロ
ヴ
イ
ツ
ツ
候
約
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
部
の
領
土
を
喪
失
し

西
欧
世
界
に
針
す
る
優
位
を
失
っ
た
オ
ス
マ
ン
帝
図
と
、
ピ
ョ

l
ト
ル
一
世

の
下
で
墓
頭
し
た
ロ
シ
ア
は
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
西
欧
諸
凶
と
関
わ
り
を
深

め
る
と
同
時
に
、
雨
園
聞
で
も
数
度
の
戦
争
を
経
る
な
ど
し
て
関
係
を
深
め
、

西
欧
・
東
欧
・
イ
ス
ラ
l
ム
の
一
二
「
世
界
」
の
相
互
関
係
の
緊
密
化
が
一
八

世
紀
以
降
進
み
、
結
果
と
し
て
西
欧
園
際
シ
ス
テ
ム
が
ロ
シ
ア
と
オ
ス
マ
ン

帝
園
を
包
掃
し
て
い
っ
た
と
す
る
見
解
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
一
八
世
紀
以

降
の
主
催
園
家
シ
ス
テ
ム
の
掻
大
を
、
著
者
の
よ
う
な
凶
欧
・
ロ
シ
ア
針
オ

ス
マ
ン
帝
園
と
い
う
こ
者
関
係
で
は
な
く
、
西
欧
・
東
欧
(
ロ
シ
ア
)
・
イ

ス
ラ

1
ム
(
オ
ス
マ
ン
帝
園
)
と
い
う
三
者
関
係
で
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ロ
シ
ア
の
西
欧
凶
際
シ
ス
テ
ム
に
封
す

る
位
置
附
け
を
検
設
す
る
こ
と
な
く
、
一
八
世
紀
後
竿
の
ロ
シ
ア
・
オ
ス
マ

ン
関
係
と
い
う
凶
欧
世
界
周
遠
の
二
つ
の
世
界
の
接
鰯
の
事
例
だ
け
を
以
っ

て
、
オ
ス
マ
ン
外
交
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
が
進
ん
だ
と
結
論
附
け
る
の
は
、

い
さ
さ
か
早
計
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
評
者
の
こ
う
し
た
見
解
に

同
意
が
得
ら
れ
な
く
と
も
、
ロ
シ
ア
と
い
う
慶
大
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
岡
家
の
持

つ
二
同
性
、
す
な
わ
ち
西
欧
世
界
に
釘
す
る
顔
と
非
西
欧
世
界
に
到
す
る
顔

の
二
つ
を
持
つ
黙
に
留
意
す
る
な
ら
ば
、
一
八
世
紀
に
お
い
て
も
ロ
シ
ア
と

オ
ス
マ
ン
帝
園
聞
の
外
交
の
中
に
、
非
西
欧
的
要
素
が
含
ま
れ
る
可
能
性
を

大
い
に
疑
っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
本
書
の
中
で
明

確
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
世
紀
後
宇
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
ロ
シ
ア
の
進
出
と

医
力
の
前
に
、
隻
務
主
義
的
な
「
腕
イ
ス
ラ

1
ム
的
債
値
観
」
の
外
交
を
徐

儀
な
く
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
留
ま
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
つ
日
に
、
上
の
貼
と
関
連
す
る
が
、
著
者
は
「
序
」
の
中
で
、
オ
ス
マ

ン
帝
岡
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
固
と
の
完
全
な
外
交
的
相
互
主
義
を
賓
現
し
た
こ

と
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
園
，
一
家
系
」
の
世
界
国
家
系
へ
の
韓
換
を
も
意
味
す
る

と
し
て
、
西
欧
起
源
の
園
際
シ
ス
テ
ム
の
護
達
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
の
オ

ス
マ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
園
際
関
係
史
研
究
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
そ

の
文
脈
か
ら
す
る
と
、
オ
ス
マ
ン
外
交
の
繁
容
を
扱
う
本
書
の
研
究
は
、
オ

つ白
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ス
マ
ン
帝
固
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
園
際
シ
ス
テ
ム
と
の
関
わ
り
の
み
な
ら
ず
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
園
家
系
」
自
身
の
問
題
の
解
明
を
も
射
程
に
入
れ
る
も
の
と

な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
オ
ス
マ
ン
外
交
の
饗
容
を
、
オ
ス
マ
ン
帝
岡

と
、
西
欧
を
中
心
と
し
ロ
シ
ア
を
も
巻
き
込
み
つ
つ
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
凶
際

シ
ス
テ
ム
と
の
関
わ
り
全
艇
の
中
で
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
オ
ス

マ
ン
外
交
の
獲
得
が
示
す
と
こ
ろ
の
オ
ス
マ
ン
帝
図
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
園
際
シ

ス
テ
ム
へ
の
接
近
が
、
ロ
シ
ア
の
参
加
と
共
に
西
欧
的
な
園
際
シ
ス
テ
ム
の

性
質
自
慢
に
輿
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
叶
能
な
限
り
注
意
を
挽
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
本
書
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
園
際
シ
ス
テ
ム
白
健
の
性
格
や
そ

の
歴
史
的
問
変
化
に
闘
し
で
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
問
題
は
、
図
'
家
系
あ
る
い
は
園
際
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
、
そ
れ

に
加
わ
る
と
い
う
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
議
論

を
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
英
図
皐
振
の
代
表
的
存
在
で

あ
る
ヘ
ド
リ

1
・
ブ
ル
(
国
主

-4
ロ
己
己
は
、
そ
の
山
典
的
な
著
書
『
ア

ナ
l
キ
カ
ル
・
ソ
サ
イ
エ
テ
イ
」
の
な
か
で
凶
際
シ
ス
テ
ム
と
図
際
世
舎
の

遣
い
を
論
じ
る
際
、
一
六
・
一
七
世
紀
を
通
じ
て
西
欧
世
界
の
政
治
に
大
き

な
影
響
を
奥
え
た
オ
ス
マ
ン
帝
凶
を
シ
ス
テ
ム
の
構
成
員
と
見
な
し
て
お
り
、

ま
た
「
園
際
シ
ス
テ
ム
」
の
表
す
内
容
も
歴
史
的
に
愛
化
し
て
き
た
こ
と
を

(
5
)
 

指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
「
園
際
枇
舎
」
を
「
岡
際
シ
ス
テ
ム
」
と
同
一
組

(
6
)
 

す
る
考
え
方
も
存
在
す
る
な
ど
、
岡
際
シ
ス
テ
ム
の
定
義
や
オ
ス
マ
ン
帝
岡

の
位
置
附
け
に
封
す
る
見
解
は
多
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
を
踏
ま
え

た
上
で
、
西
欧
世
界
と
オ
ス
マ
ン
帝
図
の
関
係
と
、
園
際
シ
ス
テ
ム
の
中
の

オ
ス
マ
ン
帝
園
の
位
置
附
け
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
書
の
中
心

と
な
る
一
八
世
紀
後
小
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
の
時
期
に
闘
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
凶
際
シ
ス
テ
ム
も
ま
た
大
き
な
樽
換
期
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
研
究
と
し
て
ポ

l
ル
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
政
治
の
韓
換
一
七
六
三
一
八
四
八
』
を
翠
げ
る
こ
と
が
出
来
る

が
、
こ
の
本
で
は
西
欧
諸
固
と
ロ
シ
ア
の
み
が
扱
わ
れ
、
オ
ス
マ
ン
帝
図
が

考
察
針
象
に
な
っ
て
い
な
い
黙
が
重
大
な
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
よ
う
。
本

書
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
八
世
紀
後
竿
は
、
ォ
ス
マ
ン
帝
図
が

プ
ロ
イ
セ
ン
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
同
盟
を
結
び
(
第
四
章
)
、
ま
た
一
七
六

八
年
の
戦
争
中
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
も
同
盟
を
結
ぼ
う
と
す
る
な
ど
(
第
二

章
)
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
園
際
政
治
と
の
関
わ
り
を
深
め
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と

は
疑
う
絵
地
が
な
く
、
オ
ス
マ
ン
帝
園
の
影
響
を
軽
親
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
園

際
シ
ス
テ
ム
を
論
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

要
す
る
に
オ
ス
マ
ン
外
交
の
饗
容
は
、
ロ
シ
ア
、
西
欧
諸
園
、
オ
ス
マ
ン

帝
園
の
三
者
の
相
万
関
係
が
織
り
成
す
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
で
考
察
さ
れ
る

べ
き
事
象
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
書
の
内
容
は
オ
ス
マ
ン
帝
凶
史
の
中

で
、
ま
た
そ
の
枠
を
超
え
た
諸
分
野
に
お
い
て
、
よ
り
深
い
意
義
を
有
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
結
局
問
題
は
、
本
書
が
西

欧
・
ロ
シ
ア
側
の
史
料
を
ほ
と
ん
ど
利
用
す
る
こ
と
な
く
、
オ
ス
マ
ン
帝
国

の
覗
貼
の
み
に
留
ま
っ
て
い
る
貼
に
行
き
つ
く
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
関

し
て
は
「
結
語
」
で
著
者
も
ロ
シ
ア
語
を
は
じ
め
と
す
る
非
オ
ス
マ
ン
史
料

の
利
用
を
将
来
的
な
課
題
と
逮
べ
て
お
り
、
本
書
の
研
究
が
、
今
後
さ
ら
に

西
欧
・
ロ
シ
ア
側
の
史
料
を
も
用
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
交
史
や
園
際
シ
ス
テ

ム
論
な
ど
を
も
踏
ま
え
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
と
イ
ス
ラ

I
ム
史
に
ま
た
が
る

虞
い
嗣
野
の
研
究
に
愛
展
す
る
こ
と
を
是
非
と
も
望
み
た
い
。
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繰
り
返
し
に
な
る
が
、
本
書
は
、
本
邦
に
お
い
て
は
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、

世
界
的
に
見
て
も
こ
れ
ま
で
研
究
が
十
分
と
は
言
え
な
い
領
域
を
埋
め
よ
う
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